
〇 調査テーマ

〇 調査理由

〇 回答期間
令和5年3月16日（木）から3月31日（金）まで

〇 対象者
箱根町町政モニター　70人

〇 回答者数（回答率）
21人（30.0％）

〇 回答者の基本属性

町の景観形成について、町政モニターの皆様が、現状、どのように考えているのか、居住し
ている建築物の改修（塗り替え）や周囲の情況に関すること、行政の施策に対する認知度、
その他ご意見等を把握し、今後の町の景観形成のあり方を検討するため、アンケート調査を
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１ 　調査概要

箱根町の景観形成について

性 別 回答者数 割 合
男 性 15 71.4%
女 性 6

14.3%4

28.6%
合 計 21 100.0%

30代

年 齢 回答者数 割 合
20代 1 7.1%

70代 3 14.3%
合 計 21 100.0%
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　今回の調査では、町政モニターの皆様が町の景観形成についてどのように考えて
いるのか、居住している建築物や周囲の状況に関すること、また景観に関する行政
施策等についてお伺いさせていただきました。
　調査結果としては、現在の箱根町の景観について好意的に捉える人が多くいる一
方で、景観に関する行政施策の周知と推進の取り組みがより一層、必要であること
が分かりました。
　今回の結果を参考とし、今後の町の景観形成のあり方や周知方法等について検討
していきます。

２ 　調査結果の総論

現在の住宅とその周囲の情況について（質問[1]～[5-2]）
　住宅を自己所有している人のうち、塗り替えを「実施したことがある」と回答し
た人の割合は28.6%で、住宅を自己所有していない人も含める全回答者の19.0%と1/5
以下であり、住宅の塗り替えの経験がある人は決して多くないことが分かります。
　現在の住宅や、周囲の建築物の外壁や屋根の色が地域に調和しているかという問
については、61.9%の人が好意的に捉えており、普通を含めると90.5%もの人が支障
のないものと認識していることが分かります。具体的にも「自然と調和したナチュ
ラルカラーの外壁が多いように思う」という回答の様に、箱根の林間にふさわしい
建築物を当初から計画されていることが考えられます。色彩としては、山や森を連
想させる緑色や、大地の色である茶色を使用した建築物が調和しているという評価
がありました。一方で塗り替えの際には元の色に塗り替える割合が高く、このこと
は先のとおり当初から周囲に配慮した色彩を採用したことが伺えます。

行政の施策の認知度について（質問[6],[6-2],[17]）

町の景観に関する印象について（質問[7][11-1]～[16-2][18]）
　町の景観に関する現在の印象は、どの景観要素に関しても概ね肯定的な評価です
が、以前（5～10年前程度）と比べた印象では、肯定的な評価が減少傾向となりまし
た。特に「住宅地や別荘地の景観について」は現時点での評価は65.0%が肯定的であ
るものの、以前と比べると否定的な評価が53.9%であることから、良好な景観が保て
ているとは言い難く、住宅地や別荘地の景観形成を図る取組みが必要であると考え
られます。
　箱根町らしさを連想する色に関する問については、自然景観の緑色や茶色をあげ
る人が多い中で、登山鉄道や湯本のあじさい橋の赤色を積極的にあげる意見があり
ました。

総 論

　箱根町景観条例の施行の認知度は71.4%と一定水準以上のものですが、建築物の改
修（塗り替え）の際に色彩の制限があることに関する認知度は46.7%と過半以下であ
り、今後の周知等の検討が必要であると考えられます。
景観条例以外の他の景観に関する行政施策については、「自然公園法に基づく許
可・届出制度」が全回答者の42.8%と認知されているものの、それ以外の施策の認知
度は決して高くなく、今後の周知が待たれます。



3 アンケート集計結果
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